
３ 医療

（１）医師・歯科医師・薬剤師調査

本調査は、医師・歯科医師及び薬剤師について、性、年齢、業務の種別、従事場所及び診療科名（薬

剤師を除く。）等による分布を明らかにし、厚生労働行政の基礎資料を得ることを目的として実施さ

れています。調査の前身は厚生省報告例による報告でしたが、昭和23年に医師法及び歯科医師法が施

行され、医師・歯科医師については年１回届出が行われるようになり、また、薬剤師については昭和

29年の薬事法の改正により届出制度が発足しました。 これらを受けて、昭和29年から統計法に基づ

く届出統計（平成21年４月１日に全面施行した新統計法上の一般統計）として、医師・歯科医師・薬

剤師調査が毎年実施されてきましたが、昭和57年から隔年調査になりました。

医師・歯科医師・薬剤師調査の昭和29年以後の年次推移をみると、昭和29年は人口10万人当たりの

医師数は77.7人でしたが、逐年増加傾向で推移し、平成26年には240.5人になっています。

歯科医師数、薬剤師数も同様の傾向をたどり、歯科医師数は24.7人から83.0人に、薬剤師数は34.7

人から200.1人と大幅に増加しています。（図19）

平成26年の届出医師総数は12,987人で、平成24年の12,853人より134人、率で1.03％増加しています。

全国の届出医師総数311,205人に対する本道の医師総数の割合は4.17％に当たります。人口10万に対

する医師総数は240.5人で、全国の244.9人を下回っています。

また、本道の医師１人当たりの人口は、415.8人になっています。

届出歯科医師総数は4,483人で、平成24年の4,469人より14人、率で0.31％増加しています。全国の

届出歯科医師総数103,972人に対する本道の歯科医師総数の割合は4.31％に当たります。歯科医師総

数の人口10万対は83.0人で、全国の81.8人を上回っています。また、本道の歯科医師１人当たりの人

口は、1204.5人になっています。

届出薬剤師総数は10,803人で、平成24年の10,585人より218人、率で0.20％増加しています。全国の

届出薬剤師総数288,151人に対する本道の薬剤師総数の割合は3.74％に当たります。薬剤師総数の人

口10万対は200.1人で、全国の226.7人を下回っています。本道の薬剤師１人当たりの人口は499.8人

になっています。（表8）



（２）医療施設調査

本調査は、医療施設（病院及び診療所）の分布及び整備の実態を明らかにするとともに、医療施設

の診療機能を把握し、医療行政の基礎資料を得ることを目的に、昭和28年から統計法に基づく指定統

計（平成21年４月１日に全面施行した新統計法上の基幹統計）として実施されています。

平成27年10月１日現在の医療施設数は、6,919施設で平成26年施設数よりも減少しています。歯科を

除いた病床数は、平成27年は102,448床で、平成26年の103,524床より1,076床・1.04％減少していま

す。

医療施設を種類別にみると、病院については566施設で平成26年より3施設、一般診療所は3,370施設

で7施設、それぞれ減少し、歯科診療所は2,983施設で5施設増加しています。 人口10万人当たりの施

設数をみると、病院が10.5施設、一般診療所が62.6施設、歯科診療所が55.4施設となっており、前年

と比較して、一般診療所は0.1施設、歯科診療所は0.3施設、それぞれ増加しています。



二次保健医療福祉圏別に人口10万人当たりの施設数をみると、病院では南檜山圏が21.0施設と最

も多く、北渡島檜山圏18.8施設、遠紋圏18.4施設の順になっています。 最も少ない圏域は東胆振圏

の7.6施設です。

一般診療所は、後志圏が83.7施設で最も多く、留萌圏77.2施設、南渡島圏75.2施設の順になってい

ます。最も少ない圏域は、根室圏の32.6施設です。

歯科診療所では後志圏の66.2施設が最も多く、札幌圏の61.3施設、留萌圏60.5施設の順になってい

ます。最も少ない圏域は、根室圏の40.5施設です。（表9）



病院の病床数を種類別にみると、療養病床と一般病床の合計数は75,160床と、前年よりも593床、

0.79％減少しています。また、一般診療所（療養病床を含む。）の病床数は6,699床で、前年より251

床・3.75％減少しています。

人口10万人当たりの病床数をみると、病院（療養病床と一般病床の合計数）は1402.3床、一般診療

所は125.0床となっています。

二次保健医療福祉圏別にみると、病院（療養病床と一般病床の合計数）は北渡島檜山圏が2602.0床

で最も多く、西胆振圏1964.2床、北空知圏1854.6床の順に続き、最も少ない圏域は、根室圏の742.6

床となっています。

一般診療所の病床数では、後志圏の255.3床が最も多く、南檜山圏の248.2床、南空知圏199.8床の順

に続き、最も少ない圏域は、北空知圏の0床となっています。（表10）


